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物焼却発電施設の建設や衛生埋立処分場への転換等が予定されている。また、将来の中間処理導入を見据え、ごみ分別が開始されている（住民は濡れたごみ〔青い袋〕 、乾いたごみ 〔緑の袋〕 に分別排出） 。　
都は、二〇一二年度にＪＩＣＡ
草の根技術協力事業に採択された「ヤンゴンの廃棄物処理改善共同検討プロジェクト」を実施している。これに基づき、これまでヤンゴン市におけるワー ショップを二回、東京におけるワー ショップを三回実施した。現在は、ＪＩＣＡ草の根技術協力事業フェ ズ２が始まっており、ヤンゴン市における住民普及啓発ツールや職員用のマニュアル等をヤンゴン市と連携し、作成していく予定である。●東京都都市外交基本戦略　
都は二〇一四年一二月「東京都
都市外交基本戦略」を策定 た。そのなかで、 「過去の成果を活かしつつ、見直しや再活性化 図り、二都市間・多都市間外交を国内に積極的に展開」するとし、戦略的な二都市間外交の推進および効果的な多都市間外交 実施を図る
こととした。そのなかで、前述のＡＮＭＣ
21についての見直しもあ
り、ＡＮＭＣ
21の枠組みの下での
活動は休止するが、実務レベルで成果を挙げてきた事業については都の事業として継続 こととなった。　
環境局の取り組みは、 「大都市
に共通する課題の解決の具体的な取り組みとして、環境問題では気候変動対策をはじめ、大気汚染対策や廃棄物処理等について、多都市間での政策情報の交換や技術支援を行う」と位置づけられ る。　
近年では、大気汚染対策でも都
の知見を求められる機会も増えており、北京市、バンコク都等とワークショップ 実施している。　
東京都は二〇二〇 のオリン
ピック・パラリンピックに向け、都市外交基本戦略に基づき 海外都市とより一層交流を深めることとしている。東京都の廃棄物・リサイクル分野における国際協力事業もその一助となるよう、関係機関と連携しながら、相手都市の需要に対応した充実した内容で交流を継続していく。（すずき
　
ひろこ／東京都環境局
資源循環推進部計画課計画担当係長）
ヤンゴン市におけるリヤカーによるごみ収集
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